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生産調整のため
（14％）

農業を辞めた
（3％）

その他
（9％）

高齢のため
（12％）

後継者がいない
（10％）

土地条件が悪い
（36％）

鳥獣被害が多い
（16％）

ない
208 件
（49％）

無回答
48 件
（10％）

農地を農地として
有効利用できる制度

46件
（26％）

農作業を他の人
に依頼する制度

77件
（43％）

地産地消の推進
42件
（24％）

その他
13件
（7％）

現状のまま
235 件
（51％）

無回答
79件
（13％）

認定農業者などの専業農家
87件
（14％）

定年就農者の確保
129件
（21％）

農産物直売所の設置
24件

（23％）

農産物直売所
への出荷体制
23件

（22％）スーパー等で地元産
コーナーの設置

14件
（14％）

出荷販売体制の確立
26件
（25％）

農家レストランの開設
8件
（8％）

その他
8件
（8％）

新規就農者の確保
116件
（18％）

その他
31件
（5％）

集落営農組織による農業経営
179件
（29％）

解消に努めたい
178 件
（39％）

無回答
7件
（2％）

ある
210 件
（49％）

平成２３年奈良市農業委員会7月定例総会が開催されました
　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
第
21
回
農
業

委
員
統
一
選
挙
が
7
月
3
日
に
告
示
さ
れ
、

同
日
、
立
候
補
届
出
が
締
め
切
ら
れ
た
結

果
、
30
名
の
委
員
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、

土
地
改
良
区
及
び
市
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

７
名
の
選
任
の
委
員
と
あ
わ
せ
37
名
で
新
し

く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

改
選
後
、
初
め
て
の
総
会
は
、
7
月
22
日

午
後
２
時
か
ら
奈
良
市
役
所
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
仲
川 

げ
ん
奈
良
市
長
の
招
集
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

会
長･

副
会
長
の
選
任
並
び
に
農
地
部
会

委
員
及
び
農
政
部
会
委
員
の
互
選
、
各
部
会

の
部
会
長･

副
部
会
長
の
選
任
に
つ
い
て
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
議
案
も
滞
り
な
く
審

議
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。【

委
員
一
覧
は
4
面
・
5
面
】

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

　

こ
の
度
の
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
り
、
７
月
19
日
を
も
っ
て
、
次
の
方
々
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

中
　

信
男　
　
（
大
安
寺
地
区
）

南
城　

敏
雄　
　
（
都
跡
地
区
）

岡
田　

彦　
　
（
平
城
地
区
）

松
本　
　

勝　
　
（
伏
見
地
区
）

北
川　

博
晴　
　
（
富
雄
地
区
）

𠮷
岡　

美　
　
（
辰
市
地
区
）

荻
田　

充
宏　
　
（
東
市
地
区
）

森
川　

幸
男　
　
（
帯
解
地
区
）

德
西　

利
和　
　
（
田
原
地
区
）

大
西　

英
征　
　
（
田
原
地
区
）

福
岡　

裕
行　
　
（
柳
生
地
区
）

田
畠　

俊
秀　
　
（
大
柳
生
地
区
）

杉
野　

文
隆　
　
（
月
ヶ
瀬
地
区
）

中
西　

日
出
男　
（
並
松
地
区
）

福
井　

栄
遠　
　
（
都
祁
地
区
）

尾
城　

義
弘　
　
（
都
祁
地
区
）

右
原
　
正
卓
　
　（
六
郷
地
区
）

梅
森　

昭
雄　
　
（
共
済
組
合
推
薦
）

森
田　

一
成　
　
（
市
議
会
推
薦
）

高
橋　

克
己　
　
（
市
議
会
推
薦
）

　

今
回
は
、
担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
、
有
害
鳥
獣
の
被
害

等
に
よ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休
農
地
と
耕
作
放
棄
地
の
現

状
と
今
後
の
意
向
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
を
５
つ
の
地
域
に
分
け
、
各
地
域
か
ら
無
作
為
に
１
０
０

世
帯
、
合
計
５
０
０
世
帯
の
農
業
経
営
者
を
抽
出
し
調
査
を
行
い
、

４
２
５
人
（
85
％
）
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
奈
良
地
区
各
支
店
、
及
び
自
治
会
等

の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
後
の
農
業
振
興
を
図
る
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
部
を
抜

粋
し
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

平成２３年３月調査

　農業経営に関するアンケート結果

　

近
年
の
地
域
農
業
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
農
産
物
価
格
の
低
下
、
ほ
場
の

悪
化
な
ど
に
よ
り
農
業
経
営
が
厳
し
く
な

り
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
回
答

の
あ
っ
た
内
49
％
が
遊
休
農
地
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
を
見
る
と
「
土
地

条
件
が
悪
い
」
36
％
、「
鳥
獣
害
が
多
い
」

16
％
で
、両
回
答
で
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

遊
休
・
耕
作
放
棄
地
は
、
食
料
の
生
産

基
盤
と
い
う
本
来
の
役
割
や
水
源
涵
養
な

ど
多
面
的
な
機
能
の
維
持
や
地
域
の
景
観

保
持
、
資
産
の
適
正
管
理
と
言
っ
た
観
点

か
ら
も
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
期
待
さ
れ
る
集
落
営
農
組
織
や
定

年
退
職
者
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保

や
、
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
農
地
を
維
持

管
理
す
る
た
め
の
支
援
・
施
策
と
他
の
団

体
・
個
人
な
ど
を
活
用
し
、
農
地
を
維
持

管
理
で
き
る
制
度
・
施
策
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
行
政
機
関
へ
建
議
要
望
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
地
域
農
業
の

活
性
化
と
発
展
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

　
（
農
政
部
会　

第
１
部
門
担
当
委
員
）

●
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
は
あ
り
ま
す
か
。

●
「
あ
る
」
の
回
答
の
内
、
主
な
原
因
と
思

　
わ
れ
る
も
の
は
。

●
「
地
産
地
消
の
推
進
」
の
回
答
の
内
、

　
必
要
と
思
わ
れ
る
取
組
は
。

●
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
図
る
た
め

　
ど
の
よ
う
な
担
い
手
が
必
要
と
思
い
ま

　
す
か
。（
複
数
回
答
可
）

●
ま
と
め

※ 複数回答のため、
　パーセント表示のみ

● 全体の回答数と割合

● 地区別の回答数と割合

● 全体の回答数と割合

● 全体の回答数と割合

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

奈
良
市
農
業
委
員
会
長

大
西  

崇
夫

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
、
総
会
に

お
き
ま
し
て
委
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
会
長
に
選
任
い
た
だ

き
、
こ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
、
農
業
生
産
の
基
盤

と
な
る
農
地
を
貴
重
な
資
源
と
位
置
づ
け
、
農
地
を
守
り
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
定
期
的
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
遊
休

農
地
の
解
消
、
無
断
転
用
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

法
令
業
務
と
い
た
し
ま
し
て
、
農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用

な
ど
の
許
認
可
に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
り

公
正
・
公
平
な
審
議
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
農
業
者
の
声
を
農
政
に
反
映
さ
せ
、
農
業
、
農

村
の
維
持
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、
農
政
活
動
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
業
務
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

●
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
を
ど
の
よ
う

　
に
さ
れ
ま
す
か
。

●
「
解
消
に
努
め
た
い
」
の
回
答
の
内
、

　
必
要
と
思
わ
れ
る
取
組
は
。
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新農業委員の紹介

平城地区

富雄地区
伏見地区

都跡地区

大安寺地区

東市地区

辰市地区

帯解地区

明治地区

精華地区

月ヶ瀬地区

柳生地区大柳生地区

田原地区

狭川地区

都祁地区

吐山地区

並松地区

東里地区

六郷地区
農
業
協
同
組
合
推
薦

土
地
改
良
区
推
薦

農
業
共
済
組
合
推
薦

久保田 清隆
農政副部会長

荻田 精吾
農政部会

岡田 嘉文
農地部会

中北 誠
副会長/農政部会

大西 崇夫
会長/農政部会

息田 昌次
農政部会

萩原 征二
農地部会

中村 成男
農政部会

𠮷村 元志
農地部会長

吉松 道雄
農地部会

大畑 稔
農地部会

　谷 勝紀
副会長/農政部会

吉川 隆男
農政部会

龍村 行男
農地部会

森田 達司
農地部会

大石本 保
農政部会

山澤 誠一
農政部会

市
議
会
推
薦

西本 守直
農地部会

藤本 孝幸
農政部会

山中 益敏
農政部会

中西 𠮷日出
農地部会

米田 忠
農地部会

小堀 嘉辰
農政部会

林 宇平治
農地部会

岡田 善至
農地副部会長

髙西 保德
農政部会

宮下 明　
副会長/農政部会

一孝
農地部会

山口 弘
農地部会

杉本 　二
農政部会

城岡 善實
農地部会

橋詰 昭美
副会長/農地部会

尾ノ井 彦
農政部会

辻 博司
農地部会

中尾 義永
農政部会

大西 衛
農政部会長

中田 清文
農地部会

奈良地区
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ま
た
、
花
の
価
格
は
、
野
菜
と
比
べ
変
動
が
激
し

い
た
め
、
市
場
の
流
行
や
動
向
を
探
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。」

　

流
行
や
動
向
は
、
ど
の
よ
う
に
探
っ
て
お
ら
れ
る

の
か
尋
ね
る
と
…

　
「
常
に
市
場
の
関
係
者
に
話
を
聴
い
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
な
ど
、
常
に
新
し
い
情
報

を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
。

　

ハ
ウ
ス
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
使
い
、
出
荷
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
計
り
な
が
ら
、
次
の
栽
培
品
目
を
決
め

て
い
く
の
に
は
た
い
へ
ん
工
夫
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

人
に
癒
し
を
…

　
「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
安
く
同
じ
品
種
の

鉢
花
が
た
く
さ
ん
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
価
格

が
下
が
り
ま
し
た
。シ
ク
ラ
メ
ン
も
そ
う
で
す
。ち
ょ

う
ど
私
が
就
農
し
た
頃
か
ら
、
値
段
が
下
が
っ
て
き

て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
時
は
、
農
業
経
営
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
考
え
悩
ん
だ
り
し
ま
し
た
ね
。
花
の

品
質
は
、
今
の
方
が
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
。」

　

品
質
を
上
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 　
「
た
と
え
ば
、
背
の
低
い
花
な
ど
は
好
ま
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
背
を
低
く
栽
培
す
る
に
は
、
鉢
と

鉢
の
間
隔
を
広
く
し
、
光
を
当
た
り
易
く
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
ハ
ウ
ス
に
占
め
る
面
積
も
多

く
必
要
と
し
ま
す
し
、
水
や
り
も
一
度
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
手
間
と
時
間
、
そ
し
て
ハ
ウ
ス

の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
数
は
多
く
生
産
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
品
質
の

良
い
も
の
が
で
き
て
く

る
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
常
に
品

質
を
追
い
求
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
人
に
癒
し

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う

な
心
の
こ
も
っ
た
花
づ

く
り
」
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」

　

お
忙
し
い
中
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

花
の
価
格
は
流
行
に
影
響
を
受
け
や
す
く
、
敏
感
に

反
映
さ
れ
る
た
め
、
常
に
新
し
い
情
報
を
得
て
工
夫
を

さ
れ
、
一
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
人
に
癒
し
を
与
え
る
花
づ
く
り
」

を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
農
政
部
会 

第
３
部
門
担
当
委
員 

）

No.12

　
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
笑
顔
で
出
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
、
藺
生
町
で
鉢
花
栽
培
を
さ

れ
て
い
る
西
井
さ
ん
（
43
）。

　

自
宅
前
の
ハ
ウ
ス
に
は
、
２
万
鉢
の
花
が

色
と
り
ど
り
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　

西
井
さ
ん
が
鉢
花
栽
培
を
始
め
ら
れ
た
の

は
、
今
か
ら
約
15
年
前
、
27
歳
の
時
。
そ
れ

ま
で
は
、
自
衛
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
結
婚
を
機
に
藺
生
町
で
就
農
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
っ
た
ハ
ウ
ス
を
約
３
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
、
７
棟
ま
で
除
々
に
拡
大
さ
れ
、
認
定
農

業
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
、
ハ
ウ
ス
の
中
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

このコーナーでは、地域でがんばっ
ておられる農業者を紹介します。

心
の
こ
も
っ
た
花
づ
く
り
を

西
井  

富
士
夫
さ
ん

藺い

生う

町

　

最
初
の
３
年
程
は
、「
生
活
環
境
も
変
わ
り
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
た
い
へ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
仕
事
と
は
、
全
く
違
う
経
験
ば
か
り
で
、
毎
日
が
勉

強
の
日
々
で
し
た
ね
」
と
振
り
返
る
西
井
さ
ん
。
最
初
の

１
年
間
は
、
岐
阜
県
で
鉢
花
栽
培
の
研
修
を
受
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
15
年
、
現
在
は
年
間
を
通
し
て
15
種
、
20
万

鉢
を
栽
培
・
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
出
荷
先
は
姫
路

市
場
で
、
パ
ー
ト
一
人
を
雇
い
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
標
高
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
藺
生
町
で
は
、
冷
涼
な

気
候
の
た
め
、
花
に
色
が
付
き
や
す
く
、
ま
た
、
市
街
地

域
で
の
栽
培
時
期
よ
り
約
一
か
月
ほ
ど
早
く
成
長
し
ま
す

の
で
、
同
じ
品
種
の
花
が
市
場
に
た
く
さ
ん
出
回
る
前
に

出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
出
荷
が
早
い
分
、
注
文

が
入
り
や
す
く
、
販
売
価
格
に
お
い
て
有
利
に
な
る
と
の

こ
と
。

環
境
の
変
化

流
行
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
「
年
間
を
通
し
て
十
五
種
ほ
ど
栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
五
種
類
は
、
毎
年
栽
培
し
て
い

る
の
で
す
が
、
残
り
の
十
品
種
程
は
市
場
の
流
行
や
、
ハ

ウ
ス
の
使
用
状
況
花
の
発
芽
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
見
て
、

年
間
の
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
計

画
の
立
て
方
に
よ
っ
て
、
年
間
の
経
営
の
善
し
悪
し
が
決

ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
す
の
で
、
た
い
へ
ん

慎
重
に
な
り
ま
す
ね
。
一
年
先
の
出
荷
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
る
の
は
本
当
に
難
し
い
。

至京都

至近鉄
難波

近鉄奈良
JR奈良

西大寺

至天王寺

 POINT１  POINT ２  POINT ３
保険料の国庫補助 税制上の優遇措置 80歳まで保証
特定の要件を満たす農業者には、
一定の条件の下で保険料の国庫
補助が受けられます。

①支払う保険料は全額社会保険料控除の対象
②受けとる年金は公的年金等控除が適用
③運用費も非課税

仮に加入者や受給者が80歳前
に亡くなられた場合でも「死亡
一時金」をお支払いできます。
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『
大
和
の
伝
統
野
菜
』

〜
大
和
ふ
と
ね
ぎ
〜 を

ご
存
知
で
す
か
？

●
大
和
の
伝
統
野
菜
と
は
？
…
戦
前
か
ら
本
県
で

の
生
産
が
確
認
さ
れ
て
い
る
品
目
で
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
を
受
け
継
い
だ
独
特
の
栽
培
法
等
に
よ
り
、

「
味
、香
り
、形
態
、来
歴
」な
ど
に
特
徴
を
持
つ
も
の
。

　

非
分
け
つ
性
の
一
本
ネ
ギ
で
、
白
根

部
分
が
長
ネ
ギ
に
比
べ
短
か
く
太
い
の
が
特

徴
。
こ
の
部
分
に
は
た
ん
ぱ
く
質
や
辛
味
成

分
が
多
く
含
ま
れ
、

熱
を
加
え
る
こ

と
で
特
有
の
甘
味

風
味
が
出
て
き
ま
す
。

　

春
蒔
き
で
も
奈
良
の

肥
沃よ

く

な
土
壌
で
栽
培
す
る

こ
と
で
、
年
内
に
収
穫
が
可
能
。

緑
色
の
葉
先
ま
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

 〈
収
穫
時
期
〉
…
９
月
～
12
月

　

今
回
、
新
た
に
農
業
者
年
金
に
加
入
さ

れ
ま
し
た
、
久
保
田
さ
ん
に
農
業
者
年
金

の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
農
業
者
年
金
は
、
以
前
か
ら
知
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
加
入
し
よ
う
と
思
っ
た

の
は
、
支
払
っ
た
保
険
料
が
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
い
う
税
制
面
の
融
合

措
置
が
あ
っ
た
こ
と
も
加
入
の
決
め
て
の

一
つ
で
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
年
金
を
自
分
で
考
え
、

金
額
設
定
で
き
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
へ
の
不

安
も
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
は
、
認
定
農
業
な
の
で
政
策

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
毎
月
支
払
う
保
険
料
の
一
部

が
、国
の
補
助
に
よ
り
安
く
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。」

　

奈
良
の
ブ
ラ
ン
ド
「
大
和
野
菜
」
に
は
大

き
く
分
け
て
「
伝
統
野
菜
」
と
「
こ
だ
わ
り

野
菜
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
伝
統
野

菜
の
「
大
和
ふ
と
ね
ぎ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

農
業
生
産
の
低
迷
、遊
休
農
地
の
増
加
、担
い
手
不
足
等
、正
に

負
の
連
鎖
が
農
業
そ
し
て
農
村
集
落
に
生
じ
て
い
る
の
で
は
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
編
集
で
も
明
る
い
話
題
を
掲
載
し
た
い
と
、農
業
に
新

規
参
入
を
し
て
活
躍
を
し
て
い
る
若
者
を
探
し
ま
し
た
。
各
地

に
新
規
参
入
者
や
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
は
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

我
々
農
業
委
員
活
動
で
は
、必
ず
し
も
指
導
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
の
か
、そ
の
実
体
把
握
す
ら
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

今
後
、農
村
内
部
で
担
い
手
を
育
成
確
保
す
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、農
地
の
取
得
制
限
を
緩
和
し
、地
域
農
業
に
最
も

詳
し
い
農
業
委
員
が
新
規
参
入
者
等
の
育
成
に
主
体
的
に
関
わ

る
べ
き
時
代
が
到
来
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農

業
委
員
会
組
織
が
時
代
の
要
請
を
受
け
、真
に
農
業
者
を
代
表
す

る
か
け
が
え
の
な
い
組
織
と
し
て
、発
展
成
長
す
る
こ
と
を
切
望

し
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
会
だ
よ
り
発
行
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
り
一
層
親
し
ま
れ
る
広
報
誌

づ
く
り
を
目
指
し
、皆
様
の
ご
意
見･

ご
感
想･

情
報
等
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
農
政
部
会  

第
３
部
門
担
当
委
員
）

編
集
後
記

　

農
業
委
員
会
で
は
昨
年

に
引
き
続
き
、
農
地
の
利

用
状
況
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
実
施
に
あ
た
り
ま

し
て
は
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
実
施
予
定
日
時
〉

 
平
成
23
年
9
～
10
月

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ

   

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

農
家
の
た
め
の
情
報
誌

◆ 

発
行
日　

週
一
回
（
金
曜
日
）

◆ 

発
行
元　

全
国
農
業
会
議
所

◆ 

購
読
料　

月
６
０
０
円

［
送
料
、
税
込
み
］

○ 

お
申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

   　
　
　
　
（
３
４

−

４
７
７
６
）
ま
で
。

『
全
国
農
業
新
聞
』

中ノ川町
　 久保田　敏匡さん

農
業
者
年
金
に

　   

加
入
し
ま
し
た
！


